北辺の劇創り by 菅村 敬次郎
北辺の劇創り
著者 菅村 敬次郎











の雄大な歴史や産業の発展と共に、それぞれに独自な文化が誕生し根強く息づ てきた。と わけここ数年、独自なねばり強い《演劇創り》を通して、見事な文化の花が開き始めている。そ 活動を取り上げ紹介したい。
実は、たまたまこの二年間に、苫前・紋別・斜里の三
つの町で計六本も私の書いた拙 戯曲 上演して下さるという幸運を頂き、それを契機に電話やメールのやりとりが始まりついには昨年、斜里の地を訪問する機会を得てその劇作 を眼 すること 出来 。
二．斜里中学校の挑戦世界自然遺産〝知床〟を持つ斜里町、人口一二〇〇〇
人、農業・漁業・観光を主産業として発展してきた。学校は高校一 中学二・小学校九である。その中で生徒数も多く最も中心的な役割を果たしてい のは斜里中学校である。昨年（二〇一五）一〇月、その斜里中学で全校挙げての演劇上演が行われた。 《中学校 演劇》というだけならさして珍しくはないが、斜里中の場合そ 取り組みのエネルギーが の凄い。三つの学年が れぞれ一時間前後の劇を創り互いに鑑賞しあって競い合う。順位を決めるコンクールで ない 全力で競い合う。
上演された作品、拙作「雨降り小僧」 ・ 「ここは幸子の
家です」という作品はどちらも登場人物は二～三 人と多く、時間も一時間以上かかる。二本続けての上演は相当大変である。舞台装置は一本は閉山 た炭鉱跡地 もう一本は昔の農村、村外れの橋の上とリアルな指定 ある。
生徒達はどちらも手作りでがっちり装置を建てるとい



















































も向けさせる演出の工夫に驚きました。 情のこもった皆の演技に引き込まれま た。感動をありがとう！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・以上が、斜里・伊藤先生から寄せられ 感想・報告で
ある。学校活性化を目指した挑戦は確実に成果を挙げることが出来たようだ。
かってこのオホーツク稜線には「オホーツク演劇斜
面」と呼ばれる劇創り活動があった。劇作家石原敬三リーダーに、北見・紋別の小中学校を中心に活発な劇創り教育が展開された。最近では北見・新井繁、網走・溝口勲を中心とする高校演 指導者による劇活動が活発である。中でも北見北斗高校 新井繁の創作 は全国でもトップレベルの評価を得ている。また紋別には北海道演劇集団理事長・五十嵐陽子 て、全道のアマチュア演劇を牽引している。北見の老舗劇団「河童」も息長く健在である。岡田大陸指導の紋別中学も毎年熱 ある劇創りに取り組んでいる。
　斜里中学の挑戦は今、自校の学校改革だけでは無く北






































































がら、文化を通じた町づくりを担っていきたい、私自身が楽しみながらそれが出来るのではないか、そう思っています。今は苫前を離れて暮らしている青年がこの劇創りに参加するため休暇 取っ 戻って来たり、厳しい一二月の天候の中会場へ足を運んで れた多くの町民の姿に、 つい笑顔が浮かんでくる私と町民劇の仲間達です。
五．劇作家、松岡満雄のねばり前項の文を書いた〝苫前町民演劇リーダー〟松岡満雄



















吹雪の中でも爽や なこ だろう。今 地元から離れて札幌や旭川や小樽で暮らし いる元《町民劇参加者達》が、一二月になると何人もお里帰りして来て《俺に主役をやらせろ、まあどんな役でもい から・・・》と主張するユーモアは、苫前町へ常に新しい風を吹き込んで新鮮だろう。 楽屋風景や稽古場便りが送られて来るたびに私はいつも吹き出さず はいられない。
北辺の劇創り、いつかまた続編を書きたいと心から
願っている。
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